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チオフェン環を含む新テトラゾリューム

化合物の結核菌による還元1)

柿本七郎

山本健一有馬純久世彰彦

(北海道大学結核研究所)

(昭和47年 9月初日受付1

さきに著者等は合成抗結核剤の分子中には活性基と親 ニノレ)-2，3ジフェニノレー2Hテトラゾリゥムクロリド

和基の2つの原子団があるとし更に結核荷は活性基に (STC)， 2-(5カルポキシルー2ーチェニルト3，5ヂフェニ

対して耐性を獲得するものであることを実験的に証明し ノレー2Hーテトラゾリュウムクロリド(TCS)及び5べ2ーチェ
た2)。一方， Bonickeは2ーチオフェンカノレボン酸ハイド ニノレ)ー2ー(5-カノレボキシノレー2ーチェニル)-3ーフェニルー2H

ラチットは牛型結核菌のみに発育阻止作用があり，他の テトラゾリュウムクロリド (STS)である。これ等の合

結核菌には無効であることを報告している3)。 この実験 目立法は常法に従ったが4)その精報は別に記載する。これ

事実を著者等の前記の説によって解釈をすると，チオフ に加えて在来の 2，3，5ートリフェニルー2H-テトラゾリゥ

ェン環が牛型結核菌のみに親和性をもっと考えられる。 ムクロリド (TTC)及び3-(4，5ージメチノレー2-チアゾリ

もしそうであればチオフェン環を含むテトラゾリュ{ム ノレ)-2，5-ジフェニノレー2Hーテトラゾリウムブロマイド

化合物は結核菌による還元呈色の場合に，人型と牛型と (MMT)をも同時に比較のために使用し，人型及び牛型

では様子がちがってくるのではないかと考えられる。こ 結核菌がどの様に還元してコロニーが着色されるかを観

れを立証するためにチオフェン環を含む次の 3つの新し 察した。

いテトラゾリューム化合物を合成した。即ち5ベ2ーチェ 人現及び牛型結核菌は直径 16mmの試験管に斜面に
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した小川培地に接種する。この培養表面に各種子トラゾ

リュウム塩の0.59も水溶液O.lmsを菌接種後の2日目及

び14日自に添加全表面に流す。 370Cで2日及び7日間

培養後発色したコロニーの数をしらベた。菌の接種後2

日目にこれら化合物を培地表面に流した場合， TCS， 

STS及び MMT等は両結核菌により発色するけれど，

培地もかすかに着色する。しかし，この様な条件では発

育阻止作用を示さない。一方 TTC及び STCはこの条

件では発育阻止作用を示した。即ち TTCは接種後2日

目に流した場合に人型，牛型両菌に対して発育阻止作用

を示すが， STCは牛型のみに発育阻止作用を示した。

接種後14日目に培地表面に流した場合には，両者共に阻

止作用を示さずに鮮明なる赤紫色に着色したコロニーを

観察することが出来た。これ等の実験成績は第1表に示

菌 株

Ravenel 

H37Rv 

第1表各種テトラゾリウム塩添加

によるコロニー数

添加司テトラゾ
判定培養日数 (50)

培養日 リウム塩 16 21 

STC 9 103 

TTC 0.4 2 

2 STS 73 80 

TCS 80 94 

i MMT 42 52 

STC 127 107 

TTC 84 71 

14 STS 93 77 

132 112 

恥1MT i 87 61 

STC 89 112 

TTC 。 2 

2 STS 89 82 

TCS 89 109 

お1MT 100 119 

STC 120 100 

TTC 120 82 

14 STS 60 54 

TCS 1ω 73 

M乱1T 80 63 

した。 このことから STCによって人型及び牛型の鑑別

の可能性についてさらに確かめるために数株宛の牛担及

び人型菌に対して行なった実験成績は第2表の如く，接

種後2日目に培地表面に流した場合には牛型のみの発育

を阻止することがたしカ込められた。
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小川培地。 STC5 mg/ms， 0.1 ms添加
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小川培地。 STC5 mg/ms， 0.1 ms 



このことを更に確める目的で BCGと人型菌の等量混

合菌接種した培地表面に接種後2日目に STCを添加す

ると人型のみのコロニーを生成したと考えられる第3表

の如き結果を得た。即ち接種後2日目に流し 16日目に

コロニーを判定すると人型て、はコロニー数に STCの影

第4表 暗号疾中の結核菌培養コロニーに

対する STCの添加

|症例

類 別 |微量排菌およ|
! ミ コロ|耐性菌排出例
|ニー排出例 | 

STC添加によって 1週以
上早くコロニーを認めた例

STC添加によってのみコ
ロエーを認めた例

STC添加によっても差を|
認めない例 | 

合計|

11 

4 

3 

18 

22 

3 

5 

30 

小川培地。 STC5 mg/ms， 0.1 ms，培養 14日目に

添加，以後2日， 1逓， 2週後に判定。

9 

響がないことが観察されるが， BCGは明らかに阻止さ

れ，混合菌は人型菌と殆んど同数のコロニ{が数えられ

る。即ちこれは人型菌のみのコロニーと考えられる。

更に STCは各種結核菌コロニーを非常に鮮明に赤紫

色に着色せしめるので，臨床検査に於いてコロニーが非

常に小さいか， 発育の遅い結核菌排出{71]について STC

の添加した場合のー早期判定の効果についてしらベた臨床

検査成績を第4表に示した。即ち微量排菌又は発育の遅

い耐性菌排出の場合に STCを培養 14日日に表面に添

加することにより少なくとも 1週間以上はコロニーを鮮

明且つ迅速に検出することを可能ならしめ，叉添加によ

ってのみコロニーを認めることが可能な例もあった。
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